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発行 

７月 第 14号 

船浦中学校 

校長 宮城裕子 

学校教育目標 

○自ら学び,考え,実践する生徒（知） 
○心豊かで,自他を尊び,思いやりのある生（徳） 
○健康で,根気強く,たくましい生徒（体） 

1 学期、船浦中学校の総合的な学習の時間では
実に様々な取組を行ってきました。いくつか生
徒活動をご紹介したいと思います。まず、竹富
町の小中学校で取り組んでいる海洋教育「結ぬ
海科」の学習があります。本校独自の体験型学
習である第 1 回サンゴモニタリングを 4 月 15

日に、第 2 回を 6 月 16 日に行いました。 

各グループに分かれて、近隣の海へ出向
き、今年のサンゴの状態を観察・記録を
取りました。地域ごとのサンゴの状態や
種類について調べるとともに、昨年との
経年比較を行っています。↑→写真はそ
の結果を話合ったり、発表をしている様
子です。  ↓【生徒撮影のサンゴ】 

各ビーチの波の穏やかさにもよります
が、生息する珊瑚の違いや共通する事柄
などを確認しました。これまでの 2 回の
モニタリングで大きな『問い』が生まれ
ています。それは、西表の珊瑚が今年は
“元気”だと言うことです。理由はよく
分かっていませんが、5 月に実施した 3

学年の体験ダイビングでも認知されてい
ます。こうした西表の恵まれた自然環境
と向き合いながらSDG’sに繋がる探究活
動を今後も継続していきます。頼もしい
船中生の学習･活動に注視してください。 

 本年度、コロナ禍でのスイ 

ミングの授業は、2回しか

取り組めませんでした。と

ても残念!!ですが …本年

度の水泳は終了となります

のでお知らせします。どれ

くらい泳げるのかな??？ 
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 第 4 回 

       皆さんは、自分の母のことが好きですか？ 
     私は大好きですが、嫌いだと思うことがあります。これから 

母をなぜ嫌いだと思うことがあるのか説明したいと思います。そしてこのスピー
チをきいて、皆さんがお母さんをより好きになってくれるきっかけになったらいいなと思います。１つ目、
母に反抗できない。私は母に対して反抗的になれません。まず、反抗期と言うものは自分の考えが認めて
貰えない、溜めに溜めてしまったストレスを吐き出したい。そんなときに起こる生理現象みたいなものだ
と考えます。もちろん私にもそんな反抗期が来ました。でも反抗ができずそのまま反抗期は幕を閉じまし
た。なぜ反抗ができなかったのか。それは、一度私が大声で母に対して暴言を吐いたことがありました。
するとその瞬間、それを上回るような声で反撃されたのです。それでもひるまず反抗すればよかったので
すが、それすらできないぐらいの母の姿に私は圧倒されました。反抗すらさせてはくれない母は優しくな
いので私は母が嫌いです。２つ目、下ネタをいう。私の知っている大抵のお母さんたちは下ネタは言いま
せんよね？でもうちの母は何食わぬ顔をしながら小学生レベルの下ネタを言うのです。しかも娘の前で！
まだ弟の前で言うのは許せるのですが、流石に私の前で言うのは許せません！更には私の友達にも言って
しまう…恥じらいなく言ってしまう母だから私は嫌いなのです。３つ目、だる絡みをしてくる。人は仕事
や学校などに行くと疲れて帰ることが毎日だと思います。でも家に帰ったら家族しかいないから家は気を
緩めることのできる安らぎの場所となります。しかし、うちには安らぎの場所がないのです！なぜなら、
母がとてつもないだる絡みをしてくるからです。それも疲れまくっているとき限定で！そして腹立たしい
ぐらいに面白い！だから私は安らぎを与えてくれない母が嫌いです。４つ目、家事を面倒くさがる。今ま
でのものはまぁかわいいものでした。ですが一番の問題は家事を嫌って、やりたがらないことです。しか
も弟たちの面倒をすべて私に放り投げる、本当にめんどくさがり。だから私は毎回怒るのですが未だに直
りません。家事を面倒くさがる母が私は嫌いです。このようにお母さんというより、大きな子供のような
母なのです。しかし考えてみると母は私を頼っているのだと思うし、私も母を助けたいと思う気持ちが多
少あります。母は、悩んでいるときは私がすっきりするまで話を聞いてくれたり、笑わせてくれたり、い
つも元気をくれるのです。だから結局は嫌いとはいうものの、大好きなんです。どんな母でも母には 

  変わりありません。みなさん、もし今お母さんのことが嫌だと思う人もこれまでの事を思い出して 
   自分の心にもう一度聞いてみてください。きっと最終的には大好きにたどり着くと思います。 

6 月 21 日に体育･整備委員会主催の生徒会集
会がありました。その中で、委員会の活動内
容の周知と協力依頼を行っています。各委員
会に朝ボラの呼びかけや清掃マナーへの呼
びかけ、及び海洋教育等ではサンゴモニタリ
ングの進め方等、意欲的に活動しています。 

 

陽咲さん 
「のぞみ」 


